
別
表
（
第
三
条
関
係
）

行
為

書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
（
温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
三
条

第
一
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
一
に
よ
る
書
類
及
び
温
泉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
一
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
（
温
泉
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
別
記
様
式
第
二
の
二
に
よ
る
書
類
及
び
温
泉
法
施
行
規
則
第
六
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為

別
記
様
式
第
二
の
三
に
よ
る
書
類
並
び
に
森
林
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
五
十
四
号
）
第
四
条
に

規
定
す
る
図
面
及
び
同
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
（
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三

十
四
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
四
に
よ
る
書
類
及
び
森
林
法
施
行
規
則
第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
図
面

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
（
森
林
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

別
記
様
式
第
二
の
五
に
よ
る
書
類
及
び
森
林
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
図
面

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
（
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四

条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
六
に
よ
る
書
類
及
び
農
地
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
七
十
九
号
）
第
三
十
条
各

号
に
掲
げ
る
書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
（
農
地
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
七
に
よ
る
書
類
及
び
農
地
法
施
行
規
則
第
五
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
（
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六

十
一
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
八
に
よ
る
書
類
並
び
に
自
然
公
園
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十

条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
図
面
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
（
自
然
公
園
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
届
出
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
九
に
よ
る
書
類
及
び
自
然
公
園
法
施
行
規
則
第
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
図
面

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為

別
記
様
式
第
二
の
十
に
よ
る
書
類
、
河
川
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
建
設
省
令
第
七
号
）
第
十
一
条
の
二
第
二
項

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
図
書
並
び
に
上
欄
に
掲
げ
る
行
為
が
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
六
十
七
号
）第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
要
し
な
い
工
作
物
の
新
築
、改
築
又
は
除
却
を
伴
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
図
書

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為
（
熱
回
収
の
機
能
を
有
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
を
い
う
。）の
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
十
一
に
よ
る
書
類
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年

厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
五
条
の
五
の
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為
（
熱
回
収
の
機
能
を
有
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
い
う
。）の
認
定
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

別
記
様
式
第
二
の
十
二
に
よ
る
書
類
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
十
一

の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
五
の
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面

法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
九
号
に
掲
げ
る
行
為

別
記
様
式
第
二
の
十
三
に
よ
る
書
類
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
三
十

五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

五

認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
記
載
し
た
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
等
の
撤
去
及
び
原
状
回
復
に
関
す
る
事
項
の
変
更

六

認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
記
載
し
た
地
域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
取
組
の
内
容
の
変
更

七

認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
記
載
し
た
次
に
掲
げ
る
取
組
に
関
す
る
事
項
の
内
容
の
変
更

イ

地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組

ロ

地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
記
載
し
た
内
容
の
実
質
的
な
変
更

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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